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昨夏 の 伯 者 大 山 : 岡垣 弘 : 1950 年 7 月 31 日 
ー3 月 2 日 に 出掛け た が , . 時季 人 遅く 控 集 不 
A TO 
探 集 品 は エゾ ミド リ 早 , ウス イロ オナ ガ , 
カラ スシ ジミ , アサ ギャ ダラ 
等 多数 燃 火 採集 は 南 風 浪 く , 温度 が 低い 
悪 條 件 で 思わ し く な か つた . 
中 園山 有 中 部 の 農 : 竹内 売 .1949 年 7 月 上 
2 
・- 控 集 品 "中 上 ほし いも の を 列 虹 する (の 
a 
7 月 4 日 ( 晴 ) 岡山 懇 山 
米 ) ウラ ジョ ミド ビ ドリ, 
メ 。() グ クロ シン ジ て 。 ( 〇 ラブ シジミ 。 
ウツ モン モドキ , 〇 ウス イロ ヒョウ モン 二 ド 
キ , ホホ シミ スジ, アオ バ モ セセリ , ヒメ ヒ カ 
. 7 月 1 日 ( 雷 ) 廣島 皮 道 後山 (標高 1268 
米 )O ウ ラマ ダラ シジミ 。 〇 の モメ シジミ 
ウス オロ ヒビ ヨウ モン モドキ , オー ヒ カ ゲ が , 
( 〇 OO ヒ メ ヒ カ ゲ . 
信州 菅生 の 蝶 : 塚本 天 一 . 1950 年 8 月 8 日 
信州 角間 太 管 生日 附近 で 採集 し た も の は て 
ャ マシ ジミ , て ヤマ カラ ス 
ウラ ギン ヒョウ モン . 9 日 中 之 澤 
より 根子 策 に 向 ぅ 筆 高 1600 水 あたり まで は 
ナミ ジ ヤ ノ フ メ が 多く , それ 以上 で は 同種 は 
居 ら ず ベ = ニ ヒ カ ゲ が 多い . エル タテ へ へ, キ 
ァ デ ゲハ が 根子 量 頂上 に 多 か つ た が , 時 期 ぉ 
くれ の 感 が 深 か つ た . . 
上 田 市 附近 に 炒 け る ハヤ シミ ドリ シジミ : 
浦 生 卓 磨 . 従来 上 田 市 附近 で は 成虫 ・ 卵 を 
得 た こと は あり ませ ん で し た が , 和光 日 飯 島 
春雄 氏 所 蔵 の 1 を 見 まし た - そこ で 附近 
の 山 を 探し 廻 0 虚 会 蔵 山 に 於 て カシ ワン の 半 
生地 を 紙 見 し , 2 月 エロ 山麓 飯綱 輝 訪 裏山 


イマ シジミ ェ , 


町 ( 概 Lan500 
キマ ダラ ルリ ツバ 
ヒビ ヨ 


ミド リン シンジ て, 


ジジ 


Cw 





、 み た . 
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報 ] 
で 友人 3 人 と 共に 250 個 の 卵 を 採集 し ま し 


OS 人 で 350 個 を 得 ま し 
. 林 勝 先生 の 同定 に よる と 中 に は 若干 の 
人 NPB MER と で し た . 成 


- 昌 も た ぶん 多い こと と 思ひ ます -. 


ホシ チャ バネ セセリ の 新 産 地 : 西村 公夫 . 


・ 本 種 は 敵 島 及 中 部 山岳 地方 に 局 限 し て 産 す 
る が , 1950 年 8 月 15 日 兵庫 落 区 ヶ 峰 (生野 


町 晴 江 ) に 於 て 多 般 を 生 見 . ス デ グ ョ チャ 
バネ モモ リ も 多数 探 集 . 法 西 定 座 氏 も 後日 
同好 で 一 頭 探 集 . 廣 分 淫 下 か ら も 多 般 探 人 ( 
され た と 聞く . Ni 0 
開 西 の シー タテ ハ : 西村 公夫 . 大 阪 府 で 
gal - 十 回 鱗 9 探 集 され て いる 様 だ 


, 0 i 9 島 
i H 人 0 


鳥取 足 沖 ノ 山 , 兵庫 能 段 ヶ 峰 で 多 敷 目撃 控 


集 し た . 鳥取 市 源太 夫 山 附近 に も 割合 多 
<, 肥 取 ・ 凡 の 上 算 く の 湯本 ・ 


久 寺 (大 山下 原 ) に も 河 山 いる - 
尾辻 (三重 上 騒 ) の 蝶 : 緒方 正美 . 1949 年 1 
月 か ら 1950 年 3 月 まで , 町 立 病院 に つと め 
て いた 間 , 仕事 の 都合 で 探 集 に 出かけ た こ 
と は な か つた けれ ども 町 の 中 で みた 南 園 5 
し い 蝶 の 2, 8 を あけ よ 5・1949 年 7 月 15 日 
に ミカ ドア ゲハ を みた . コノ フ マ ァ マチ ョ ウ は 19 
49 年 8 月 13 日 に みか け , 27 日 に は . 控 集 し 
た . 1950 年 3 月 26 日 に は イシ ガキ チョ ウ を 
な お , モン キア ゲハ は 1949 年 5 月 7 
NIS RN 
みか けた . 
昨夏 の 北ア ルプ ブス 前 山 : 株 久 史 1950 年 7 
月 31 日 8 月 2 日 , 岡田 麟 夫 氏 ほ と 北ア ルプ 
ス 前 山 で 探 集 を 行 つ た . 大 瀧 山 項 の お 花 量 


. で は .100 頭 近 い ベ ニ ヒ カ ゲ を , 常念岳 へ 至 
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る 途中 で は タカ ネ ヒ カゲ ・ ア ルプ スモ ン キ 
チョ ツウ を 多 敷 探 集 . . 常 念 語 よ り 柚 矢 町 へ 下 
る 一 ノ 澤 に は べ = ヒ カ ゲ ・ ク モ マ ベニ ヒ カ 
ゲ ・ オ ホ ゴ マシ ジミ が 多く , 卒 地 へ 出 て か 
ら 5 虚 ま で の 田 剛 道 の 萩 の 花 に は ほ ャ マン シン ジ 
ミ が 群 が つ て いた . 
A 1946 
年 5 月 1 日, 富 出 落 黒 部 川 第 二 姜 電 所 附近 
で クモ マツ ャ キチ ョ ウッ 2 ぐさ 1 千 を 探 集 . 
同 地 は 標高 わ づ か 400 米 の 地 陸 で ある . 





鳥海 山 と ギフ テラ フ : 半 相 婦 鞭 雄 (東北 昆虫 
忠 益 々 報 , 第 2 符 第 3 跳 , 39~46, 1950) 
婁 日 本 に 於 て ギフ テッ マ は 秋田 上 臣 に は ほとん 
ど 侵 入 し て お ら 6 ぬ と 推定 し , これ は 鳥海 山 
が 海 に 接 し 例 立 し て 境 具 を な す も の な らん 
と 結ぶ . ' 

日 本 産 シ ル グ ヴィ アシ ジミ の 亜 種 名 : 白水 隆 
(時 由 移 評論 , 第 5 和希, 第 1 跳 , 22~26, 
1950) Lycaena aegon Pryer, 1883 並 に 2Z- 
267 の sylvia Nakahara, 1922 を Lycaena 
79 ヵ e Fenton, 1881 の シフ ニム とし, 日 本 
峰 シ ング ヴィ アシ ジェ に 待 し て は Zizing otis 


alope を 用 うぅ 事 を 結論 す 


セセリ 峰 類 の 複眼 に 就 いて : 八木 誠 政 ( 是 


是 , 18 祭 , り 錠 。 117~121, EL 1 ’ 1951) 
モモ リ チ ョ ツウ の 複 恨 構造 を 概して 一 般 の チ 


ョ ツウ と 典 り , ガ と 類似 貼 の ある 事 を 設 く 

分 類 串 的 な 討論 は な し . 

昆虫 相 比 較 論 に つい て の 一 見 解 : 野村 健一 
( 尼 届 18 倫 , 和 122~135, 1950) 従 
溢 の 一 連 の 研究 に つ ゞ き 中 図 地方 属 島 の 蝶 
相 を 分 析 し , 生物 相 比 較 の 方 法論 に 及ぶ . 
理論 人 注目 すべ きも の . ・ 

メア スカ ムラ サキ 捕獲 報告 : 吉田 明 ( 越 佐 
昆 映 同好 創 々 報 , 第 4 人 乱 , 第 4 跳 , 128~ 
131, 1951) 新潟 臣 . 中 頸城 郡 八 千 浦 村 の 海 
崖 砂丘 で 1950 年 7 月 2 日 採集 :- 台 満 産 の も 


BUTTERFLIES AND MOTHS 





( 13 ) 





の と の 比較 は 一 頭 づ つの み で 無 意 味 . 
スギ タニ ル シ ジ ミ は 秋 に も いる : ノ ヒ ラ ( 
越 佐 悔 下 同 好 次 き 報 , "第 4 乱 第 4 纏 , 155: 
1951) 毅 瀬 太郎 氏 の 通信 た 基く 
B 本 産 セ セリ チョ ウ 科 の 座 交 尾 器 に つい て 
: 繕 方 正美 ( 開 西 昆 貝 由 人 答 * 報 , Vol. XV; 
Pt. 1, 27-34, 1950) 蝶 の 雄 交 尾 器 を 形態 
NUM 
は 柴 谷 和 父 弘 氏 の 最近 の 結果 に 基き 現代 に 
内 て 最も 舌 切 な も の 。 DD 
心 者 の 参考 と も な る : 
ー 米 國 同 好 者 の 入党 : Dr.'Gottschalk な る 
ボス トン の 避 者 が 2 月 末 來 都 . 大 阪 ・ 京 者 
の Lepidopterists* Society の 會 員 を 訪 
問 . 奮 北 の 蝶 に か な り 0 興味 あり , 洪 好 みみ は 
あちら に も ある らし い . 
石 軍 明 氏 の 計 : 新 昆 虫 に 高島 氏 も 報 ぜ られ 
た が , 韓 國 新 県 の 大 立 物 を 失 ひ 惜 ま れる . 
大 量 の 材料 を 用 ひ て 行 つ た = エネ ル ギ ッ シュ 
な 形態 並 に 分 類 路 上 の 楽 中 は 大 きい . ヌ 各 
地 に 控 集 * ON 
か つた .| 氏 の 分 類 法 に は か な り の 反 詩 も あ . 
つが 9 の 前 する iR の は 
に 輝く で あろ うぅ. 
ヤリ ガタ ケシ ジミ の 一 新 産地 に 就 いて : 
阪 道 座 (M.D. K. Vi 
1, 5, 1951) 白馬 品 (長野 蜂 北 安曇 郡 
二股 ) に 於 ける 法 西 定 雄 氏 の 控 集 を 報 す . 
紀 期 に 誰 け る イ シ ガ ケチ ョ ウ の 生態 に つい 
吉田 ] 元 重 ・ ・ 後 藤 仲 (THE KISYU-KO- 
NTYU, Vol. 2, No. 2.1950) 紀州 に 応 け る 
食 草 イヌ ビリ 其他 敷 種 を 書け , : 卵 ・ 幼 虫 ・ 
群 の 形態 並 に 成虫 の 生態 を 記述 す . 生活 更 
に 略し 生長 曲線 其他 の 事項 を 逃 ぶ . 
愛知 川 流域 の ミド リ シ ジ ミチ ョ ウ 類 : 森 石 
雄 (観察 , 第 3 乱 , 第 4 吐 , 87~89, 1950) 
鈴鹿 山脈 西 角 の 愛知 川 の も の を 路 逃 注目 
すべ き は キリ シマ ミ 


= 


> 


ドリ シジミ . 
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テン グチ ョ ウ の 生態: 下 能 大 郎 ( 栖 失 , 
第 3 人 乱 ,、 第 4 次 , 83~86, 1950) 鋳 ・ 幼 軸 ・ 
疲 の 形態 を 記載 . 第 4 令 に 入 め 幼 正 は 線 公 
型 と 暗色 型 現れ , 第 5 令 令 に は 更に 黒色 型 の 
出る 事 を 逃 ぶ . 包 に は 線 色 型 ( 薬 要 ) と 普 
褐色 (シャ ー レ 飼育 箱 等 ) あめ . 

THE AMERICAN PAPILIOS : F. Ma- 
rtin Brown (The Lepidopterists’ News, 
Vol. Nos. 4-5, 39~41; Nos. 6-7, 63~67, 
1950) 南 北 二 アメ リカ 大 陸 の 所 調 fg が io の 
概観 . 外部 形態 の 鶴 察 は 費 に 詳細 で ある .・ 
交尾 器 に 言及 し て いな い の は 外部 形態 の み 
か ら 容 克 に 同定 し うる 骨 系 を 作ら ん と する 
著者 の 考 へ に よる も の か ? 属 名 と し て は 
Battus, Papilio, Graphium を 用 ひ て いる 
が , 更に 検討 を 要する 事 を 逃 べ て いる 
THE LEPIDOPTERISTSSOCIETY : 


同 會 は 政 省 と し で の 購 制 を 整 へ る 劉 昨 年 7 


月 末 よ り Cyril F. dos Passos. を 梁 員 長 と 
し て 何 組 成 の 委員 集 を 作り , 10 月 に 入 つ て 
カナ ダ の James 甘 . Mc Dunough を 偽 長 
に 指名 , 選 媒 に より め 共 他 の 役員 も 決定 し た . 
執行 委員 の 一 員 に 我 國 の 白水 隆 氏 が 選 9 
れ た 事 は よろ こ ば は しい. 条 第 一 回 年 次 弧 

は 1950 年 12 月 929 一 80 日 に American Ne 
um of Nat. Hist. に 於 て 開か れ , 研究 立 
表 , 褒 撰 基 他 の 展示 シン ポジ ャ ゥ ッ ム が 行 は 
れ た . シ ン ポ ジッ ゥ ム の 標題 
Subspeciation in the Lepidoptera7 で あ 
< つた 


は Geographic 





ジャ コウ アゲ ハ の 馬 名 : 
(s. lat.) が 更に 細か く 分 


岡田 詳 夫 . Papilio 
けら れる 事 は 。 す 


で に 表土 年 前 か ら 気 付か れ て いた . 又 雄 交 
尾 器 に よ つ て も 若干 の 妖 に 分 けら れる ゐる 事 は 


安松 ・ 鳥 潟 (Zephyrus, vol. 5, p・213~ 
288, 1984) 雨 氏 も 逃 べ て いる . そし て ジャ 
ュ ウ ゥ アゲ へ ハ 炎 に 羊 し て は 白水 (Zephyrus, 
vol. 6, p・1393, 1941) 氏 が Hemming の 


- 用 ひら 5 れ て いる . 
中 に も 雄 交 尾 問 を 異 
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考 謀 を 紹介 し て 。, 一般 に Menelaides が 
と ころ が 4 
まほ に する 3 娠 が ある 
は 安松 ・ 鳥 潟 (1oc. cit.) i 
る . 私 は これ ら を 属 と し て 扱う 事 は 決し て 
細分 で な く , 合理 的 で ある と 思う . 依 て こ 
い に 用 ) べき 性 名 並 に を の シノ ニム と 各 属 
の 代表 種 を 媒 け る . 
Byasa Moore, 1882, Proc. Zool. 
188, 258.: 
= Panosmia Wood-Mason & de Nicé- 
ville, 1886, Jour. Asiat. Soc. Beng., 
4: 874. 
7c204 ぐ (ジャ コウ アゲ ハ ), Febanus (2 タ 
ィ ワ ンジ ャ コウ アゲハ )。 philoxenus( オ 
ー ベ ニモ ン ア ゲハ ), 
Pangerana MLoore, 1386, Jour. Linn. Soc. 
21: 51. 
ー Karanga Moore, 1902, 16 Ind. (5) 
7 : 157. 
horishamus (アケボノ アゲ ハリ), %0&, 
. semperit. . 
Menelaides Hiibner, 1893。 Verz. bekannt. 
(b) : 84. 
= Polydorus Swainson, 1833, Zool. Tl- 
ust. (2) 3p1. 101. 
=Tros Kirby, 1896, in Allen's Nat. 
Libr. Handbook SA I Butt. 2: 
305. 
RG ベニ = モン アゲ ハ ), hector, 
polydorus. 
依 て ジャ コウ アァ ゲハ に 剖 し で は Byasa を 用 
うべ き で ある . これ ら の 局 は 古く よめ 夫々 
圧 と し て 分 けら れ て ちり の, 分布 も Pyasa の 
大 暁 型 。 Menelaides の 島 喚 型 , Pangerana 
の 中 間 型 ( 島 則 山 量 型 ) に 大 別 さ れ て いる 
様 だ . 雄 交尾 器 は 各 そ の 属 で 非常 に 統一 し 
て ちり , 時 属 相 世 問 に は 明らか に 差異 が あ 
る . この た め 衝 は すでに 本 誌 欠 29 頁 で ァ 
ケ ボ ノ ファ ゲハ に Karangg を 用 ひ た が , 上 
の 様 に 整理 さる べき で ある . (日 本 昨 遇 懇 
田 近 畿 支 都 第 3 回 大 會 に て 講演 ) 


SOC.。 


7277e6//e6. 
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